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Abstract - Dark patterns have recently come under scrutiny, but much of the discussion centers on UI patterns as the 
final output. This SIG views the core issue as lying instead in the corporate attitudes that foster the organizational 
culture and environment producing dark patterns, proposing this structure as “unethical design.” 
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1. はじめに - アンエシカルデザインとは 

近年、いわゆるダークパターンと呼ばれるデザイン手
法が社会問題として注目されている。ユーザーを欺いた
り誤解させたりする UI パターンを用いて、不要な購入や
不利益な契約、過剰な個人情報提供などへと誘導する
ウェブサイトやアプリは後を絶たない。しかしながら、
UI そのものは、本来ダークか否かで測るものではない。
あくまで、情報やコミュニケーションを表現する手段に
すぎず、適切な文脈で用いられれば妥当なデザインとし
て機能する。 
それにもかかわらず、同じ UI が「ダーク」に転じる背

景には、単なる画面上の要素だけではなく、企業文化や
組織の態度、業務目標の設定方法といった構造的な問題
が存在する。HCD-Net ダークパターン研究会（以下、当
研究会）は、こうした議論を UI 上の現象にとどめず、そ
れを生み出す組織全体に目を向け、より包括的な概念と
して「アンエシカルデザイン」と呼ぶことを提案する。 
本活動報告を通じて、従来 UI レベルの議論にとどまり

がちであったダークパターンの問題を、組織文化・業務
構造・価値観といった上位レイヤーの課題として再定義
し、HCD や UX デザインの研究・実践の新たな論点を提

示する。 

2. ダークパターンの現状と社会的影響 

ダークパターンとは、EC サイトやスマートフォンアプ
リ等において、ユーザーを欺き、不利益な行動へと誘導
するUIパターンの総称である。2010年にUXデザイナー
のハリー・ブリヌルが開設した「DARK PATTERNS」と
いうウェブサイト（現在は「Deceptive Patterns」に改称
されている）[1]によって特に知られるようになった。 
2.1 社会問題としての拡大と多様な被害 
一般に、ダークパターンと呼ばれる UI パターンは、不

要なオプションをデフォルトで選択状態にしておく、解
約手続きを極端に複雑にする、誤解を誘う文言で同意を
取得するなどが典型例である。被害は金銭的損失だけで
なく、個人情報の過剰取得やプライバシー侵害といった
非金銭的な側面にも及んでおり、影響は深刻である。 
日本国内の年間被害額は 1 兆円を超えると推計されて

いるが[2]、他国と比較すると日本の対応は遅れていると
いわざるを得ない。欧米諸国ではダークパターンに直接
言及する規制法やガイドラインが制定され、違反企業に
対する巨額の制裁金が科される事例もある（例：自動更
新サブスクリプションに関する米国連邦取引委員会
（FTC）の訴訟など[3]）。これに対し、日本では特定商取
引法や景品表示法といった既存法の一部条項に抵触する
か否かが争点となり、ダークパターン自体を規制する包
括的な法制度は存在しない。 
2.2 ダークパターンウォッシュと評価の限界 
ダークパターンという呼称からは、あたかも UI パター

ンそのものが問題であるかのような印象を受けてもおか
しくない。しかし、購買や契約のフローは通常、複数画面
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にまたがって展開されており、画面内の要素や UI パター
ンだけを評価しても、それがダークパターンなのかどう
かを判断することは難しい場合がある。契約締結までは
問題がなくても、契約解除においてダークパターンが潜
んでいることもある。また、現代のウェブサイトは高度
にパーソナライズされており、あるユーザーが見ている
画面が別のユーザーと同じであるとは限らない。 
こうした状況のもとで、ある一部分を評価して「ダー

クパターンではない」と判断してしまうと、他の箇所に
潜む問題を矮小化することにもなってしまう。この観点
を悪用すれば、意図的にダークパターンを隠蔽する「ダー
クパターンウォッシュ」を仕掛けることも可能となる。 

3. ダークパターンを生み出す構造 

組織の目標設定や評価制度、あるいはデザインプロセ
スそのものの中に、ダークパターンを生み出す構造が存
在している。 
3.1 KPI 主導のUI 最適化とナッジの不適切利用 
現代のウェブサイト運用では、多くの企業が KPI（重

要業績評価指標）やコンバージョン率を基準に UI の最適
化を進めている。しかし、このプロセスはともすればユー
ザーの自律的な選択を奪う設計を生み出しかねない。 
ウェブマーケティングの領域では、ナッジ理論や行動

経済学に基づく UI の設計がしばしば称賛されているが、
これは裏を返せば「人間の生理的・心理的傾向を利用し
て選ばせる仕組み」であり、ダークパターン量産の温床
にもなり得る。 
このような仕組みはやがて、KPI 達成のための基盤と

して組織全体に組み込まれ、取り外しが困難になる。結
果として、数値を上げるために「選ばせてしまう UI」が
固定化され、デザインが倫理的検証の対象から外れてい
く危険性が高まる。 
3.2 組織構造とガバナンスの欠如 
問題は現場のデザイナーや開発者たちだけに起因する

ものではない。経営層が数値目標の達成を優先し、その
結果として不適切なデザインが温存されるケースが多く
存在する。たとえ HCD 専門家によるエキスパートレ
ビューで問題が指摘されたとしても、最終的な判断は組
織の方針に委ねられ、改善が見送られることもある。つ
まり、ダークパターンは UI デザインの問題によってでは
なく、企業自体の文化・組織構造・評価制度によって生み
出されているのである。 

4. 対極概念としてのフェアパターン 

ダークパターンが短期的な数値成果を優先する「アン
エシカルデザイン」の象徴であるとすれば、その対極に
あるのが、ユーザーの利益やブランドへの信頼を優先し
て長期的な価値創出を志向する「フェアパターン（エシ
カルデザイン）」である。 
たとえば、Netflix が採択した休眠アカウントの自動退

会は、短期的な収益よりもユーザー利益を優先し、ブラ
ンド価値向上につながるフェアなデザイン戦略の好例で
ある[4]。また、Airbnb は検索結果の時点で手数料を含ん

だ総額を表示する仕組みに改め、ユーザーが正確な比較
検討を行えるようにした[5]。これは、その仕組みがフェ
アパターンの実装であるというだけでなく、取り組み自
体が業界の価格透明性を牽引し、ユーザーとの信頼関係
を構築するエシカルデザインである。 

5. 結論および今後の展望 

当研究会は、ダークパターンを単なる UI の問題として
ではなく、企業文化、業務目標、評価制度、ガバナンスと
いった複合的な構造の問題として再定義する。そして、
そうした態度で設計したビジネスモデルあるいは企業の
価値観を、「アンエシカルデザイン」という枠組みとして
捉え、警鐘を鳴らすことを提案する。アンエシカルデザ
インにとらわれた組織は、数値的成果が倫理的検証を経
ずに評価され、それが新たな業務目標の前提となり、ユー
ザーの不利益を恒常的に生み出す構造になっている。
ユーザーの不利益とは金銭的損失だけでなく、プライバ
シー侵害、心理的ストレス、そしてブランドへの失望と
いった多様な被害を意味する。 
今後は、この構造を可視化・計測するための手法を研

究するとともに、ダークパターンに代わるフェアパター
ンの体系化が必要だ。あわせて、行動ログ解析やユーザー
テストによる誘導行動の定量化、KPI の設計過程に対す
る質的調査など、多角的な手法による実証研究が求めら
れる。 

HCD 専門家をはじめとするデザインのプロフェッ
ショナルは、単に「使いやすさ」や「分かりやすさ」を追
求するだけでなく、人間の尊厳と選択の自律性を守る社
会的実践者としての役割を担わなければならない。アン
エシカルデザインという枠組みの提案がその第一歩に寄
与することを願うとともに、本研究はダークパターンの
議論を UI の現象論から組織構造論へと拡張し、HCD お
よび UX 分野に新たな研究課題を提示するものである。 
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